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【ラハブの信仰】 
ヘブライ⼈への⼿紙 11 章 31 節 
30 信仰によって、エリコの城壁は、⼈々が周りを七⽇間回った後、崩れ落ちました。 31 信
仰によって、娼婦ラハブは、様⼦を探りに来た者たちを穏やかに迎え⼊れたために、不従順
な者たちと⼀緒に殺されなくて済みました。 
＊＊＊ 
この箇所は順序が逆になっているので、今朝は 31 節のラハブの話だけしたいと思います。 
この箇所の詳細はヨシュア記 2 章に書かれています。 
そこまでの間にはいろいろなことが起こっています。 
 
重要な内容としては「⼗戒を授かったこと」出エジプト記 20 章、そして幕屋と祭壇の制定、 
礼拝形式の制定、⽣活の⼟台としての基準の設定、そして⺠数記 14 章にはヨルダン川の向
こう岸、約束された地に偵察隊を送った記事が書かれています。 
そしてその偵察隊イスラエルの各部族から⼀⼈ずつ合計 12 ⼈。ところが偵察後カレブとヨ
シュアだけが積極的に進むことを進⾔し残りの⼈達は猛反対したのです。⺠は不平不満を
⼝にし、⼤騒ぎになりました。その結果、イスラエルの⺠は 40 年間、荒野で彷徨うことに
なるのです。あたらしい⼟地にはいることができたのはヨシュアとカレブの⼆⼈だけでエ
ジプトから出てきた第⼀世代の⼈たちはすべて約束の地に⼊ることができずに死にました。 
その後、つまり 40 年経って、再び、偵察隊を送りました。今度は⼆⼈です。 
 
その⼆⼈の⾔動がヨシュア記 2 章に書かれているのです。そこにラハブが登場します。 
その部分を読んでみましょう。 
 
1 ヌンの⼦ヨシュアは⼆⼈の斥候をシティムからひそかに送り出し、「⾏って、エリコとそ
の周辺を探れ」と命じた。⼆⼈は⾏って、ラハブという遊⼥の家に⼊り、そこに泊まった。  
2 ところが、エリコの王に、「今夜、イスラエルの何者かがこの辺りを探るために忍び込ん
で来ました」と告げる者があったので、  
3王は⼈を遣わしてラハブに命じた。 
「お前のところに来て、家に⼊り込んだ者を引き渡せ。彼らはこの辺りを探りに来たのだ。」  
4⼥は、急いで⼆⼈をかくまい、こう答えた。 
「確かに、その⼈たちはわたしのところに来ましたが、わたしはその⼈たちがどこから来た
のか知りませんでした。  
5⽇が暮れて城⾨が閉まるころ、その⼈たちは出て⾏きましたが、どこへ⾏ったのか分かり
ません。急いで追いかけたら、あるいは追いつけるかもしれません。」 



6 彼⼥は⼆⼈を屋上に連れて⾏き、そこに積んであった亜⿇の束の中に隠していたが、  
7 追っ⼿は⼆⼈を求めてヨルダン川に通じる道を渡し場まで⾏った。城⾨は、追っ⼿が出て
⾏くとすぐに閉じられた。 
8 ⼆⼈がまだ寝てしまわないうちに、ラハブは屋上に上って来て、  
9 ⾔った。「主がこの⼟地をあなたたちに与えられたこと、またそのことで、わたしたちが
恐怖に襲われ、この辺りの住⺠は皆、おじけづいていることを、わたしは知っています。  
10 あなたたちがエジプトを出たとき、あなたたちのために、主が葦の海の⽔を⼲上がらせ
たことや、あなたたちがヨルダン川の向こうのアモリ⼈の⼆⼈の王に対してしたこと、すな
わち、シホンとオグを滅ぼし尽くしたことを、わたしたちは聞いています。  
11 それを聞いたとき、わたしたちの⼼は挫け、もはやあなたたちに⽴ち向かおうとする者
は⼀⼈もおりません。あなたたちの神、主こそ、上は天、下は地に⾄るまで神であられるか
らです。 
12 わたしはあなたたちに誠意を⽰したのですから、あなたたちも、わたしの⼀族に誠意を
⽰す、と今、主の前でわたしに誓ってください。そして、確かな証拠をください。  
13 ⽗も⺟も、兄弟姉妹も、更に彼らに連なるすべての者たちも⽣かし、わたしたちの命を
死から救ってください。」 
14 ⼆⼈は彼⼥に答えた。 
「あなたたちのために、我々の命をかけよう。もし、我々のことをだれにも漏らさないなら、 
主がこの⼟地を我々に与えられるとき、あなたに誠意と真実を⽰そう。」  
15 ラハブは⼆⼈を窓から綱でつり降ろした。彼⼥の家は、城壁の壁⾯を利⽤したものであ
り、城壁の内側に住んでいたからである。 16 彼⼥は⼆⼈に⾔った。「追っ⼿に会わないよ
うに、⼭の⽅へ⾏きなさい。三⽇間はそこに⾝を隠し、追っ⼿が引き揚げてから帰りなさい。」 
17⼆⼈は彼⼥に⾔った。 
「あなたが我々に誓わせた誓いから、我々が解かれることもある。  
18 我々がここに攻め込むとき、我々をつり降ろした窓にこの真っ⾚なひもを結び付けてお
きなさい。またあなたの⽗⺟、兄弟、⼀族を⼀⼈残らず家に集めておきなさい。  
19 もし、だれかが⼾⼝から外へ出たなら、⾎を流すことになっても、その責任はその⼈に
ある。我々には責任がない。だが、あなたと⼀緒に家の中にいる者に⼿をかけるなら、その
⾎の責任は我々にある。 
 20もし、あなたが我々のことをだれかに知らせるなら、我々は、あなたの誓わせた誓いか
ら解かれる。」 
21 ラハブは、「お⾔葉どおりにいたしましょう」と答えて、⼆⼈を送り出し、彼らが⽴ち去
ると、真っ⾚なひもを窓に結び付けた。 
 
「遊⼥ラハブの信仰」 
ラハブは遊⼥でした。いわば売春婦です。偵察隊のふたりはそこに⾏くことで様々な情報を



得ることができると考えたのかもしれません。 
しかし、それはちょっと浅はかで、その⼆⼈のことはあっという間に王に知られてしまいま
す。 
そこに遊⼥ラハブが賢く振る舞います。 
偵察隊をかくまい、嘘をいい、⼆⼈を逃がすのです。 
そこにはラハブの信仰が⾏動の背景にありました。彼⼥はこういうのです。 
 
「8 ⼆⼈がまだ寝てしまわないうちに、ラハブは屋上に上って来て、  
9 ⾔った。 
「主がこの⼟地をあなたたちに与えられたこと、またそのことで、わたしたちが恐怖に襲わ
れ、この辺りの住⺠は皆、おじけづいていることを、わたしは知っています。  
10 あなたたちがエジプトを出たとき、あなたたちのために、主が葦の海の⽔を⼲上がらせ
たことや、あなたたちがヨルダン川の向こうのアモリ⼈の⼆⼈の王に対してしたこと、すな
わち、シホンとオグを滅ぼし尽くしたことを、わたしたちは聞いています。  
11 それを聞いたとき、わたしたちの⼼は挫け、もはやあなたたちに⽴ち向かおうとする者
は⼀⼈もおりません。あなたたちの神、主こそ、上は天、下は地に⾄るまで神であられるか
らです。 
＊ 
彼⼥は社会的には決して尊敬されている⼈ではなかったと思います。 
彼⼥の背景はよくわかりませんが、それ以外に⽣きるすべがなかったのだろうと 
思います。 
しかし、彼⼥の⼼の中にしっかり育っている「神への信仰」がありました。 
彼⼥は⼤切なことを語りました。 
＊その⼟地の住⺠がイスラエルの⺠の到着を恐れていること 
＊神様の助けを得て奇跡を経験し、戦いに勝利し、⺠は強い⺠となっていること、 
そしてその主の⼒の偉⼤さを彼⼥ははっきりと信頼していること 
 
さらに 
＊⾃分のためだけでなく、家族の救いを求めて懇願しています。 
13 ⽗も⺟も、兄弟姉妹も、更に彼らに連なるすべての者たちも⽣かし、わたしたちの命を
死から救ってください。」 
つまり、ラハブは決して、⾃分本位や⾃暴⾃棄で⽣きていたわけではなく家族の為を思いな
がら⽣きていた⼈だということがわかります。 
これらの思いを伝えられ、偵察隊のふたりは、彼⼥の命がけの⽀援と懇願をしっかり 
受け取りました。 
そこで、その誠実の印として、彼らはエリコに到達したとき、家の窓から⾚い 



紐を下げておくようにと伝えます。 
この⾚い紐は、過越の際の鴨居の⾎を連想できます。 
さらに⼗字架の上で流されたイエス様の⾎とのつながりを感じます。 
そしてラハブは、まさにその⽇、間違いなく家族を含めた⼀族郎党を集め 
窓から⾚い紐を下げ、救いを経験するのです。 
ヨシュア記 6章 
16七度⽬に、祭司が⾓笛を吹き鳴らすと、ヨシュアは⺠に命じた。 
「鬨の声をあげよ。主はあなたたちにこの町を与えられた。  
17 町とその中にあるものは、ことごとく滅ぼし尽くして主にささげよ。 
ただし、遊⼥ラハブおよび彼⼥と⼀緒に家の中にいる者は皆、⽣かしておきなさい。我々が
遣わした使いをかくまってくれたからである。 
・・ 
22 ヨシュアは、⼟地を探った⼆⼈の斥候に、「あの遊⼥の家に⾏って、 
あなたたちが誓ったとおり、その⼥と彼⼥に連なる者すべてをそこから連れ出せ」 
と命じた。  
23 斥候の若者たちは⾏って、ラハブとその⽗⺟、兄弟、彼⼥に連なる者 
すべてを連れ出し、彼⼥の親族をすべて連れ出してイスラエルの宿営のそばに避難させた。 
 
ラハブの⼼にあったもの、それは神への信仰と希望、さらに 
助けてくださいと⾔える謙遜な⼼です。そして命をかけてでも 
助けようとする勇気。 
それは私達に何を語っているでしょう。 
＊＊ 
MACF の Youtube 映像はこちらです。 
https://youtu.be/owd9OTBA_Ik 

https://youtu.be/owd9OTBA_Ik

